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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェブ材料（Ｎ）の最初のログ（Ｌ）を最初の巻芯（Ａ）のまわりに巻回するステップ
と、
　最初のログ（Ｌ）の巻回操作の完了時に、ウェブ分離装置（２５）によってウェブ材料
（Ｎ）を切離して終了縁部（Ｃ）及び開始縁部（Ｔ）を形成するステップと、
　新しい巻芯（Ａ）のまわりにウェブ材料の最初の巻回を形成することにより該新しい巻
芯（Ａ）のまわりにウェブ材料（Ｎ）の第２のログ（Ｌ）を巻回し始めるステップと
を含む巻芯のまわりにウェブ材料を巻回する方法において、
　　上記新しい巻芯（Ａ）のまわりにおけるウェブ材料の上記最初の巻回が、送り路に沿
って上記ウェブ分離装置（２５）の下流に設けた可動機械的部材（４１）によって形成さ
れることを特徴とする方法。
【請求項２】
　新しい芯（Ａ）が上記送り路に沿ってウェブ材料（Ｎ）と接触して運ばれ、
　上記最初のログ（Ｌ）の巻回操作の完了時に、新しい芯（Ａ）との接触点の下流でウェ
ブ材料（Ｎ）が切離されて、上記最初の縁部（Ｔ）を形成すること
を特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　上記巻芯がウェブ材料（Ｎ）と接触して転動しながら送られ、接触点における巻芯（Ａ
）の送り速度がウェブ材料の送り速度とほぼ同じであり、
　巻芯（Ａ）の送り運動により、上記新しい巻芯（Ａ）のまわりにウェブ材料（Ｎ）の最
初の部分（Ｔ１）を部分的に巻回させ、
　上記機械的部材（４１）が、上記巻芯（Ａ）の外面と、ウェブ材料及び新しい巻芯の間
の最初の接触領域の上流のウェブ材料との間でウェブ材料（Ｎ）の最初の部分（Ｔ１）を
動かすことによって上記新しい巻芯（Ａ）のまわりにおけるウェブ材料（Ｎ）の最初の巻
回の形成を完了すること
を特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
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　上記機械的部材（４１）が上記新しい巻芯（Ａ）の背後に動き、新しい巻芯（Ａ）とウ
ェブ材料の送り方向に対して上記新しい巻芯（Ａ）の上流に位置したウェブ材料の後続の
部分との間に上記ウェブ材料の最初の部分（Ｔ１）を動かすことを特徴とする請求項１又
は２項記載の方法。
【請求項５】
　上記新しい巻芯が、転動面（１９）と可動ガイド部材（１；１３）との間に規定した通
路（２３）に沿ってウェブ材料（Ｎ）と接触して上記転動面（１９）上を転動しながら送
られ、ウェブ材料（Ｎ）が上記ガイド部材（１；１３）に沿ってそれと接触して案内され
、
　ウェブ材料（Ｎ）が、通路（２３）に位置した上記新しい巻芯との接触点の下流で切離
されて、最初の自由縁部を形成し、
　上記新しい巻芯が新しい巻芯（Ａ）と上記転動面（１９）との間に位置される最初の自
由縁部（Ｔ）上を転がりながら上記通路（２３）に沿って送られた後、上記機械的部材が
上記新しい巻芯（Ａ）の上流で上記通路（２３）内に挿入され、機械的部材（４１）が通
路に沿ったウェブ材料の送り方向に対して新しい巻芯（Ａ）の背後に位置したウェブ材料
（Ｎ）の部分（Ｔ１）を可動ガイド部材（１；１３）に向って動かし、上記巻芯のまわり
を包むようにすること
を特徴とする請求項１～４のいずれか一項記載の方法。
【請求項６】
　上記機械的部材（４１）が、上記新しい巻芯（Ａ）の動きと同期して制御アクチュエー
タ（４７）によって制御されることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項記載の方法
。
【請求項７】
　上記機械的部材（４１）が上記新しい巻芯（Ａ）によって制御され、また上記新しい巻
芯（Ａ）が、上記機械的部材（４１）と干渉する挿入路に沿って送られ、新しい巻芯の通
過により、機械的部材（４１）を振動させ、新しい巻芯の背後の上記挿入路に機械的部材
を挿入させることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項記載の方法。
【請求項８】
　巻芯（Ａ）に対する転動面（１９）を設けるステップと、
　可動ガイド部材（１；１３）を設け、上記転動面と上記可動ガイド部材とで巻芯挿入通
路（２３）を形成するステップと、
　上記ガイド部材（１；１３）と接触した送り路に沿ってウェブ材料（Ｎ）を送るステッ
プと、
　上記転動面（１９）及び上記ウェブ材料（Ｎ）と接触して上記通路（２３）に巻芯（Ａ
）を挿入するステップと、
　上記通路（２３）に沿って転がすことにより上記新しい巻芯（Ａ）を送るステップと、
　上記巻芯（Ａ）の下流でウェブ材料を切離して、最初の縁部（Ｔ）及び最終の縁部（Ｃ
）を形成するステップと、
　最初の縁部（Ｔ）及び上記新しい巻芯（Ａ）と上記転動面（１９）との間に位置し、最
初の縁部に隣接したウェブ材料（Ｎ）の部分（Ｔ１）上で上記新しい巻芯（Ａ）を転動さ
せるステップと、
　上記可動機械的部材（４１）によって、上記新しい巻芯（Ａ）のまわりに最初の縁部（
Ｔ）に隣接したウェブ材料（Ｎ）の上記部分（Ｔ１）を包囲させるステップと、
を含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
　上記可動機械的部材（４１）で支持されたブロー部材（４３Ｃ）によって発生した少な
くとも一つの気体流、特に空気流を用いて上記新しい巻芯（Ａ）のまわりに上記最初の巻
回の巻回操作を補助することを特徴とする請求項１～８のいずれか一項記載の方法。
【請求項１０】
　上記ウェブ材料（Ｎ）が巻回ローラ（１）のまわりに供給され、ウェブ材料（Ｎ）のロ
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グ（Ｌ）の巻回操作の完了時に、上記巻回ローラ（１）からウェブ材料を切離すのを補助
するために気体流、特に空気流が発生されることを特徴とする請求項１～９のいずれか一
項記載の方法。
【請求項１１】
　上記新しい巻芯（Ａ）のまわりに上記最初の巻回を形成するのを補助するため、上記気
体流に対向する少なくとも一つの別の気体流、特に空気流が発生されることを特徴とする
請求項９記載の方法。
【請求項１２】
　巻回ユニット（１、３、５）と、
　ウェブ材料（Ｎ）の送り路と、
　各ログ（Ｌ）の巻回完了時にウェブ材料（Ｎ）を切離す分離装置（２５）と、
　上記巻回ユニット（１、３、５）に向う巻芯（Ａ）の挿入路と、
を有し、
　上記挿入路に挿入された各巻芯（Ａ）のまわりにウェブ材料（Ｎ）の最初の巻回を形成
するのを補助する可動機械的部材（４１）を上記送り路に沿って上記分離装置（２５）の
下流に設けたこと、
を特徴とする巻芯のまわりに巻回されたウェブ材料のログを製造する巻直し機械。
【請求項１３】
　上記可動機械的部材（４１）が、挿入路に沿って供給されるそれぞれの巻芯（Ａ）によ
って制御されることを特徴とする請求項１２記載の機械。
【請求項１４】
　上記可動機械的部材（４１）が振動軸線（４５）のまわりに支持され、振動運動が、上
記可動機械的部材（４１）の突起部（４３Ａ）に作用する巻芯（Ａ）の通過によって制御
されることを特徴とする請求項１３記載の機械。
【請求項１５】
　それぞれの巻芯（Ａ）の通過と同期して上記可動機械的部材（４１）を作動させる制御
アクチュエータ（４７）を有することを特徴とする請求項１２記載の機械。
【請求項１６】
　上記可動機械的部材（４１）が振動運動することを特徴とする請求項１２～１５のいず
れか一項記載の機械。
【請求項１７】
　上記可動機械的部材（４１）が、巻芯（Ａ）の上記挿入路内にのび、上記挿入路に沿っ
て供給される巻芯と相互に作用するように配列され構成された突起部（４３Ａ）を備え、
上記突起部及び上記巻芯の相互作用で上記可動機械的部材（４１）を作動させるようにし
たことを特徴とする請求項１２～１６のいずれか一項記載の機械。
【請求項１８】
　上記可動機械的部材（４１）が、少なくとも一つの折畳みアーム（４３Ｂ）を備え、上
記折畳みアーム（４３Ｂ）が、巻芯のまわりにウェブ材料の最初の巻回を形成するのを補
助するためにそれぞれの巻芯（Ａ）に向ってかつそれぞれの巻芯（Ａ）に対してウェブ材
料（Ｎ）を折畳み、上記折畳みアーム（４３Ｂ）が、挿入路に沿った巻芯の送り方向に対
して背後から巻芯に近接して引くように構成したことを特徴とする請求項１２～１７のい
ずれか一項記載の機械。
【請求項１９】
　上記分離装置（２５）が、完成したログ（Ｌ）と上記挿入路に挿入された新しい巻芯（
Ａ）との間の中間位置におけるウェブ材料に作用するように、ウェブ材料の送り路に沿っ
て設けられることを特徴とする請求項１２～１８のいずれか一項記載の機械。
【請求項２０】
　巻芯（Ａ）に対する転動面（１９）と、
　可動ガイド部材（１；１３）と、
を有し、
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　ウェブ材料の上記送り路が上記可動ガイド部材（１；１３）と少なくとも部分的に接触
してのび、上記可動ガイド部材（１；１３）が上記転動面（１９）と共に巻芯（Ａ）の挿
入用の通路（２３）を規定し、巻芯（Ａ）が上記転動面（１９）及びウェブ材料（Ｎ）と
接触して移送され、また
　上記可動機械的部材（４１）が、上記通路（２３）内の巻芯（Ａ）の送り方向に対して
巻芯（Ａ）の背後で上記通路（２３）内に挿入されるように構成され、制御され、
　さらに、上記分離装置（２５）が、上記可動機械的部材（４１）の配置される位置の上
流において上記通路（２３）に沿った中間位置でウェブ材料に作用するように構成され、
制御されること
を特徴とする請求項１２～１９のいずれか一項記載の機械。
【請求項２１】
　上記ガイド部材は、まわりに上記ウェブ材料が供給され、周囲巻回クレードルの一部を
構成する巻回ローラであることを特徴とする請求項２０記載の機械。
【請求項２２】
　上記可動機械的部材（４１）が湾曲しており、また上記ウェブ材料（Ｎ）に上記可動機
械的部材（４１）が作用する際に上記挿入路に挿入された新しい巻芯に対向する凹部を備
えていることを特徴とする請求項１２～２１のいずれか一項記載の機械。
【請求項２３】
　上記可動機械的部材（４１）で支持され、最初の巻回の巻回操作を補助する気体流、特
に空気流を発生する少なくとも一つのブロー部材（４３Ｃ）を設けたことを特徴とする請
求項１２～２２のいずれか一項記載の機械。
【請求項２４】
　ウェブ材料（Ｎ）のログ（Ｌ）の巻回操作の完了時に巻回ローラ（１）からウェブ材料
の最初の自由縁部（Ｔ）を引き離すのを補助するために、まわりにウェブ材料（Ｎ）の案
内される上記巻回ローラ（１）の円筒状面から出てくる気体流、特に空気流を発生する装
置（５２）のを設けたことを特徴とする請求項１２～２３のいずれか一項記載の機械。
【請求項２５】
　最初の巻回の巻回操作を補助するために上記ブロー部材（４３Ｃ）で発生された気体流
にほぼ対抗した気体流、特に空気流を発生するように方向決めされ、上記可動機械的部材
で支持された少なくとも別のブロー部材を有することを特徴とする請求項２３記載の機械
。
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